
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１４年１２月２１日              NO,４２２ 

 

 １２月定例市議会は１２日本会議を開き、沼田市支所設置条例の制定に

ついて、平成２６年度沼田市一般会計補正予算（第９号）、沼田市議員定数

条例の一部を改正する条例などの採決をおこない、閉会しました。 

       沼田市支所設置条例については、振興局を来年４月から支

所にするという議案ですが、職員体制やどんな係を置くのか、

支所の機能などについては何も決まっていないまま支所を設

置するというもので、賛成多数で可決されました。 

       日本共産党は、このままではサービスの低下をまねき、地

域の切り捨てにつながることを指摘し反対しました。 

 今回の総選挙で日本共産党は、比例代表選挙で６０６万票（得票率１１．

３７％）を得て２０議席を獲得し、沖縄１区での当選と合わせ２１議席と

なり、参議院につづいて衆議院でも議案提案権を確保しました。 

 沼田市では、比例代表選挙で２，５２０票 

（得票率12.06％）、小選挙区では１，９６ 

１票（得票率 9.29％）を得て、前回総選挙 

より比例代表、小選挙区でも得票数・率とも 

のばすことができました。これからも市民の 

くらしと平和を守るため、全力をつくします。 

  相撲の番付表 

 沼須町の砥石神社に 

は、祭の時におこなわ 

れた奉納相撲の番付表 

が残されています。 

 写真の番付表は、明 

治２５年（１８９２） 

３月１５日の日付とと 

もに、大関、関脇、小結の役力士から前頭まで番付とともにそ

れぞれの名前と行司の名前が残されています。 

 砥石神社には昭和１３年（１９３８）秋におこなわれたお祭

りの時の奉納相撲の番付表も残されており、相撲が盛んにおこ

なわれていたことをうかがい知ることができます。 

      観音坂（上原町～下久屋町） 

                 上原町から追墓坂と交

差し、下久屋町に向かう坂

道は、沼田板東観音札所の

第２０番「久屋堂」へ通じ

る道でした。 

                 追墓坂付近では、武尊山

の溶岩でできた岩を見る

こともできます。 

 真田氏にちなんだ歴史リレー講演会第３弾が１４日、

正覚寺でおこなわれ、沼田市文化財調査委員の金井竹徳     

さんと群馬県歴史散歩の会本部運営委員の高山正さん

が講演をおこないました。 

講演ではスライドを使い、川場

用水や宿割など、真田氏のまちづ

くりや真田氏のおこりについて

話されました。 

 １２月定例市議会の最終日に、来年４月の市議会議員

選挙から議員定数を２２人から２人減らし、２０人にす

る市議会議員定数条例の一部改を改正する条例が賛成

多数で可決されました。 

 議員が減ることは、市民の声の反映や税金 

の使い方などのチェック機能が低下します。 

 市民生活がきびしい時だからこそ、議会が 

しっかり市民のくらしを守り、願いを市政に 

反映させることが必要です。 
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